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連結業績概要（新基準比較）
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※収益認識に関する会計基準適用後の概算値＜主な要因＞

■売上高 （＋）ボーソー油脂㈱、サンエイ糖化㈱の新規連結による販売数量の増加
（＋）原料穀物相場の高騰に伴う価格改定の実施
（－）新型コロナウィルスの影響による販売数量減少

■営業利益 （－）原料穀物相場の高騰による原料コストの上昇
（－）新型コロナウィルスの影響継続による需要減少

■四半期純利益 （－）ボーソー油脂㈱子会社化による負ののれん益の減少

（億円）

2021年3月期
第2四半期
（実績値）

2021年3月期
第2四半期

（新基準適用後※）

2022年3月期
第2四半期

増減
（新基準比較）

前期比
（新基準比較）

売上高 1,241 1,153 1,399 246 21.3％

製粉事業
油脂食品事業
糖質事業
飼料事業
その他

371
421
170
252
24

362
405
155
204
24

388
482
246
255

24

26
77
91
51
0

7.2%
19.0%
58.9％
24.9％
1.6％

営業利益 41 41 24 ▲17 ▲42.4％

経常利益 49 49 29 ▲20 ▲41.1％

四半期純利益 69 69 18 ▲51 ▲73.9％



連結営業利益の増減要因
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▲17億円

41 
24 

▲3

118 

▲146 

2 
12

2021 年3月期

第2四半期

販売数量 販売価格 原価 販管費 その他 2022年3月期

第2四半期

2021年３月期上期
41億円

2022年３月期上期
24億円

（億円）

セグメント別内訳
製粉 5
油脂食品 61
糖質 19
飼料 37

セグメント別内訳
製粉 ▲ 3
油脂食品 ▲88
糖質 ▲24
飼料 ▲36



セグメント別営業利益
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4

2

2020.3

上期

2021.3

上期

2022.3

上期

製粉 油脂食品

糖質 飼料

その他・全社費用等

（億円）

50

41

24

（前年同期比 8億円 199.7％）
業務用プレミックスの販売増加および、「焼成パン事業」
の収益構造改革実施により増益

（前年同期比 ▲18億円 - ）
ボーソー油脂㈱新規連結の影響によるプラス要因があっ
たものの、原料コスト上昇をカバーしきれず減益

（前年同期比 ▲5億円 49.3％）
サンエイ糖化㈱新規連結の影響によるプラス要因があっ
たものの、原料コスト上昇をカバーしきれず減益

（前年同期比 ▲1億円 88.4％）
配合飼料価格安定基金の費用負担増加等により減益

製粉事業

油脂食品事業

糖質事業

飼料事業



価格改定の進捗状況(大豆・菜種）
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●大豆価格（単価）
旺盛な植物油需要に牽引され急激かつ大幅に高騰し、引き続き高値
で推移

●油脂製品価格改定
2021年3月、6月、8月、11月と4度の価格改定を実施

 前提）2020年10月を「100」とした場合の、「原料価格（単価）」と「製品価格」の推移 ※当社調べ

●菜種価格
旺盛な植物油需要のほか、カナダでの熱波による大幅減産により
歴史的高値が継続

●油脂製品価格改定
2021年3月、6月、8月、11月と4度の価格改定を実施

大豆価格との比較 菜種価格との比較



価格改定の進捗状況（トウモロコシ・小麦）
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小麦価格との比較トウモロコシ価格との比較

●小麦価格
2021年4月に輸入小麦の政府売渡価格が5銘柄平均で5.5％引上げ
2021年10月には5銘柄平均で19.0％の引き上げ

●「小麦粉」価格改定
2021年6月、（12月）と2度の価格改定を実施

●トウモロコシ価格
中国の大量買付けやブラジルの減産により、急激かつ大幅に高騰
し、引き続き高値で推移

●「糖化品」「コーンスターチ」価格改定
2021年4月、9月と2度の価格改定を実施

49,210円

51,930円

61,820円

 前提）2020年10月を「100」とした場合の、「原料価格（単価）」と「製品価格」の推移 ※当社調べ



連結貸借対照表の概要
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89億円2021年３月期上期
総資産 2,133億円

2022年３月期上期
総資産 2,222億円

流動資産 ＋85

純資産 ＋52

負債 +36

有利子負債 518億円 +76億円

自己資本比率 47.2％ 0.5％

現金及び預金 仕入債務

有利子負債

四半期純利益

配当金支払

売上債権

固定資産 +4

新株発行有形固定資産

棚卸資産 未払金 他

無形固定資産

投資有価証券

その他有証評価差金



キャッシュ・フローの概要
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111 91 

▲44 

▲71 
96 

2021年３月末

現金及び現金同等物

の期首残高

営業活動によるCF 投資活動によるCF 財務活動によるCF 2021年9月末

現金及び現金同等物

の上期末残高

 現預金残高：期首比19億円の減少
 営業ＣＦ ：売上債権・棚卸資産の支出、減価償却費等による資金の増加
 投資ＣＦ ：船橋・プレミックス第２工場建設に伴う支出
 財務ＣＦ ：コマーシャルペーパーの発行による増加

（億円）



設備投資額・減価償却費の推移
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160

2013.3 2014.3 2015.3 2016.3 2017.3 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3(予)

設備投資額 減価償却費

＜連結ベース＞ （億円）

【設備投資】
船橋工場のプレミックス第２工場建設、鹿島工場コージェネレーション設備燃料転換工事完了 等

【減価償却費】
鹿島工場の新規設備稼働 等

38
49



研究開発費の推移

18
19
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研究開発費 売上高比率（右目盛）

11

＜連結ベース＞
（億円） 売上高比率

13



株主還元（配当）
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目標 ： 30％程度配当性向

50 50
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25.7

32.3

26.1
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2017.3 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3(予)

配当金 配当性向配当金（円） 配当性向
（％）

1株あたりの配当金・配当性向の推移

※2021年3月期の配当性向は、負ののれん発生益による影響を除いています
ちなみに、負ののれん発生益による影響を含めた配当性向は20.3％です

30
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2022年3月期 業績予想（新基準比較）
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■売上高 （＋）ボーソー油脂㈱、サンエイ糖化㈱の新規連結による販売数量の増加
（＋）原料穀物相場の高騰に伴う価格改定の実施
（＋）新型コロナウィルスワクチンの接種率進展による回復

■営業利益 （＋）「焼成パン事業」収益構造改革による増益
（＋）価格改定の実施による増益
（＋）外食、お土産品、イベント関連等の業務用商品の需要回復

■当期純利益 （－）ボーソー油脂㈱子会社化による負ののれん益の減少

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値

（億円）

2021年3月期
（実績値）

2021年3月期
（新基準適用後※）

2022年3月期
（予想）

増減率
（新基準比較）

売上高 2,559 2,384 2,800 17.4％

営業利益 75 75 79 4.0％

経常利益 92 92 90 ▲2.3%

当期純利益 101 101 60 ▲40.7%



2022年3月期 セグメント別業績予想（新基準比較）
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（億円）

売上高 営業利益

2021年3月期
※

2022年3月期
（予想）

増減 2021年3月期
2022年3月期
（予想）

増減

製粉 727 785 58 17 32 16

油脂食品 850 994 144 31 21 ▲10

糖質 336 470 134 16 14 ▲2

飼料 421 500 79 10 9 ▲1

その他 48 50 ２ 18 17 ▲1

会社費用等 ▲17 ▲16

合計 2,384 2,800 416 75 79 3

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値



セグメント別業績予想：製粉事業（新基準比較）

※727
785

17

32

0
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0
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1,000

2021.3 2022.3（予)

売上高 営業利益

388

16

【上期実績・新型コロナウイルスの影響】
（＋）テイクアウト、デリバリー向け業務用プレミックスの需要増
（－）コンビニ向け業務用小麦粉の販売数量減少

【下期施策】
①2021年4月1日に新設した「ソリューション営業部」との連携

⇒ウイズ・アフターコロナの市場に対し、当社の強みである
マーケット分析力を生かした「提案型営業」の更なる強化

②「焼成パン事業」の収益構造改革の推進
③内外製粉との販売統合による、生産・販売の効率化推進
（2021年10月1日より統合）

製粉事業

（億円）

【主な事業内容】

小麦粉、プレミックス、パン、ふすま

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値



セグメント別業績予想：油脂食品事業（新基準比較）
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売上高 営業利益（億円）

482

油脂食品事業

【上期実績・新型コロナウイルスの影響】
（＋）外食向け等の需要回復により、業務用ミックスの販売数量増加
（－）家庭用商品は前年の反動を受け販売数量減少

【下期施策】
①原料コスト高騰に伴う販売価格の是正（価格改定）を最優先で実施

⇒本年3月、6月、8月、11月の4度にわたる油脂製品の価格改定発表

②事業間シナジーによる新規ルート開拓、およびアプローチ強化
③お客様へのコスト改善、作業効率の改善を含めた「提案型営業」の推進
④ボーソー油脂とのグループシナジーの発揮
⑤植物由来食品（大豆たん白等）の更なる拡販
⑥家庭用商品「健康こめ油」「オレインリッチ」1000gの大容量サイズ

新発売（2021年9月1日）による拡販

【主な事業内容】

食用油、大豆たん白、プレミックス 、パスタ、
家庭用食品、冷凍食品

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値



セグメント別業績予想：糖質事業（新基準比較）
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売上高 営業利益（億円）

糖質事業

【上期実績・新型コロナウイルスの影響】
（－）ビール用途のコーンスターチの販売減少
（－）行楽、飲料、土産用向け菓子用途の糖化品、加工でん粉等も影響継続

【下期施策】
①原料コスト高騰に伴う販売価格の是正（価格改定）を最優先で実施

⇒本年４月、９月に２度の価格改定を実施

②営業・研究・開発が一体となったB to Bマーケティングの強化
③他事業と連携した提案による、粉末水あめ等の独自商品群の拡販
④ESG視点での新たな物流提案など取り組みの実施
⑤サンエイ糖化とのグループシナジーの発揮
⑥3工場体制による更なる生産性向上、価値提案の実施

⇒昭和産業(鹿島)、敷島スターチ、サンエイ糖化

【主な事業内容】

糖化製品、コーンスターチ、加工でん粉

246

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値



セグメント別業績予想：飼料事業（新基準比較）
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飼料事業

【上期実績・新型コロナウイルスの影響】
（＋）配合飼料の販売については、大きな影響はない
（＋）畜産物については、外食用の需要減退の影響が継続しているものの、

徐々に回復傾向

【下期施策】
①グループ会社との更なる取り組みの強化

⇒昭和鶏卵を中心に、飼料販売から鶏卵販売まで一気通貫での拡販
⇒九州昭和産業による「加熱飼料」へのニーズ対応強化

②複数原料を取り扱う自社の優位性を活かした「提案型営業」による拡販
③高付加価値商品である「人工乳」や「オリゴ糖飼料」のアプローチ強化
④原料コスト高騰に伴う価格改定の実施

【主な事業内容】

配合飼料、鶏卵および鶏卵加工品

※収益認識に関する会計基準適用後の概算値
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長期ビジョン

21

長期ビジョンの実現に向け、
中期経営計画を3次にわたり展開

ありたい姿（長期ビジョン）

Next Stage for 2025

16年度

中期経営計画20-22
確 立

収 穫

中期経営計画23-25

ありたい姿に向けた足場固め

中期経営計画17-19

～1st Stage～

～2nd Stage～

～3rd Stage～

〔期間〕 2017年度～2025年度（9年間）
〔目標〕 連結売上高 4,000億円、連結経常利益200億円



中期経営計画20-22

22

①基盤事業の強化
②事業領域の拡大
③社会的課題解決への貢献
④プラットフォームの再構築
⑤ステークホルダーエンゲージメントの強化

基本コンセプト

基本戦略 数値目標

] ～ＳＨＯＷＡだからできる新たな価値とは～

SHOWA  New Value Creation

確 立

基本方針

〔期間〕 2020年度～2022年度（3年間）

連結売上高 2,800億円

連結経常利益 130億円

ROE 9.0％以上



基本戦略 進捗状況

23

2）事業領域の拡大

1）基盤事業の強化

3）社会的課題解決への貢献

4）プラットフォームの再構築

③ボーソー油脂との取り組み
④植物由来食品の開発・販売強化
・アグリビジネスへの挑戦
・海外事業の再強化

⑤環境への対応強化
・鹿島工場燃料転換工事 完了

⑥ゼロトラストの導入

①サンエイ糖化との取り組み
②「焼成パン事業」の収益構造改革
・船橋「プレミックス第２工場」新設（2022年6月操業予定）

5）ステークホルダーエンゲージメントの強化
⑦プライム市場への申請
・昭和産業グループ「統合報告書2021」発行



①サンエイ糖化との取り組み

24

両社協働による「シナジー発揮プロジェクト」の推進
 「結晶ぶどう糖」の国内生産量シェアは、医薬用と食品用合わせて70％

※

へ（※当社調べ）

糖質事業

1.原料・資材購買におけるスケールメリットの発揮

 共同調達等の推進による原料資材のコストダウン
 原料調達面では、BCP対策としてブラジル産など産地分散し、

テスト使用を開始

2.研究開発の融合

 サンエイ糖化の持つ独自商品「オリゴ糖酸」などを活用し、
新たな機能性商品の共同提案推進

3.物流効率化・ホワイト物流の推進

 東西の生産・物流拠点の整理による効率化の推進

146
140

74

2020.3 2021.3 2022.3（予）

売上高

147

【サンエイ糖化業績】（億円）

8
10

4

2020.3 2021.3 2022.3（予）

営業

利益

8



②「焼成パン事業」の収益構造改革

25

製粉事業

 グループ4社の生産性改善による、抜本的な業務フローの見直しと改善活動の実施
 商品開発力強化による、売上高向上と利益改善の推進

抜本的な収益構造改革による「焼成パン事業」の収益改善

「焼成パン事業」

グループ4社

グランソール

ベーカリー

タワー

ベーカリー

ガーデン

ベーカリー

スウィング

ベーカリー

1.生産管理システムの更新

3.製造工程の改善

⇒商品開発段階から原価管理を徹底
⇒タブレット端末の導入でデータを共有

収益
改善

2.原価管理の徹底

⇒現場の状況を「見える化」することで課題を抽出
⇒人員配置・工程管理改善

⇒工程の一部を機械化し省力化を実現
⇒アイテムの見直しによる生産効率の向上



③ボーソー油脂との取り組み
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 当社グループに「米」という新たな油種を取り込むことで、競争力強化を図る
 両社の持つ経営資源や知見を相互に活用し、両社のシナジーを最大化させることで、
「油脂食品事業」の強化・拡大を図る

 搾油原料、容器包材資材、工場副資材の共同調達
油脂製品製造時に使用する資材、包材の共同購入

1.両社の商材と販路を活用したクロスセル

2.物流・購買コスト削減

 家庭用・業務用商品の販売強化
家庭用商品「健康こめ油」大容量サイズ
1000g新発売（2021年9月1日）

ボーソー油脂の業務用商品を当社が販売

油脂食品事業

シナジーの最大化による「油脂食品事業」の強化・拡大

【ボーソー油脂業績】（億円）

118 118

67

2020.3 2021.3 2022.3（予）

売上高

131

-2

0.4
1

2020.3 2021.3 2022.3（予）

営業

利益

2



④植物由来食品の開発・販売強化
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プラントベースフード市場拡大への対応

11 
13 

14 
15 

16 16 
17 

19 
20 

22 

2014.3 2016.3 2018.3 2021.3 2022.3

(予)

2023.3

(予)

【業務用大豆たん白 売上高推移】 （億円）

※2022年3月期上期実績：10億円

油脂食品事業

 「大豆たん白」の販売強化 ⇒ 2022年３月期上期実績：売上高10億円
 高まる健康ニーズに対し、大豆由来の新素材「大豆Hi!芽」を開発

10※

1.7倍

1.大豆たん白の販売強化 2.健康訴求商品の開発強化

 業務用新商品「ミーテックスE-1」の拡販

肉用途だけでなく、シリアルなど製菓用途など幅広く提案

 新商品「大豆Hi!芽」の開発
大豆胚芽そのものの風味と形状を生かした新素材を開発

新商品「大豆Hi!芽」

■「イソフラボン」や「オリゴ糖」を豊富に含有
■ご飯、パン、菓子、総菜、冷凍食品など様々な
用途提案が可能



⑤環境への対応強化
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TCFD提言への対応に向けた「TCFD委員会」の新設
 気候変動の「リスクと機会」をTCFD提言に基づいて整理し、「経営戦略」および「リスク管

理」に適切に反映
 当社グループとして、気候変動に対応

CSR委員会

委員長：社長

CO2排出量

削減部会

水使用量

削減部会

食品ロス

削減部会

取締役会

TCFD委員会

環境管理委員会

委員長：管理部門統轄

「TCFD委員会」の活動内容

 TCFD提言が求める4要素（①ガバナンス②戦略
③リスク管理④指標と目標）についての対応と、
対外発信

 既存の環境管理委員会傘下の3部会、および各戦
略委員会と連携した「シナリオ分析」の実施

 TCFD提言賛同に必要な具体的施策の策定



⑥ゼロトラストの導入
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「ゼロトラスト」の考え方を踏まえたセキュリティシステムの導入
 従来の境界防御型の考え方を抜本的に見直し、安全なITシステムを構築
 グループ全体のセキュリティ強化と、多様な働き方への対応

社内外問わず、
常に利用者や端末を

監視・防御

現状 今後

工場出社 オフィス出社

社内

PC認証

各アプリ認証

在宅勤務

クラウドシステム

境界防御型

セキュリティ体制

一括認証システム

工場出社 オフィス出社 在宅勤務

ゼロトラスト設計

クラウドシステム社内システム

端末監視・防御システム（AI搭載）

VPN

https://www.google.com/url?sa=i&url=https://illust-imt.jp/archives/005928/&psig=AOvVaw1cE8ysS0dYjdcuqbH97xUe&ust=1629961145597000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOiH187My_ICFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.com/url?sa=i&url=https://illust-imt.jp/archives/005928/&psig=AOvVaw1cE8ysS0dYjdcuqbH97xUe&ust=1629961145597000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOiH187My_ICFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.com/url?sa=i&url=https://illust-imt.jp/archives/005928/&psig=AOvVaw1cE8ysS0dYjdcuqbH97xUe&ust=1629961145597000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOiH187My_ICFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.com/url?sa=i&url=https://illust-imt.jp/archives/005928/&psig=AOvVaw1cE8ysS0dYjdcuqbH97xUe&ust=1629961145597000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOiH187My_ICFQAAAAAdAAAAABAD


⑦東証新市場区分における「プライム市場」に申請
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あらたな市場区分「プライム市場」を選択し、申請
 東京証券取引所より、新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結果

を受領し、「プライム市場」の上場維持基準に適合していることを確認
 取締役会にて「プライム市場」の選択申請を行うことを決議し、東証に申請

選択申請

市場第一部 プライム市場

現在の市場
あらたな市場

（2022年4月以降）

2021年改訂
「コーポレートガバナンス・コード」への対応

■サステナビリティへの取り組み
-「サスティナビリティ基本方針」の策定
-「TCFD委員会」の新設

■「事業ポートフォリオ基本方針」の策定

■開示資料の英語対応 等

高いガバナンス水準を実現
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1

2

3

4

2022年3月期第2四半期 業績概要

2022年3月期 業績予想

「中期経営計画20-22」の進捗状況

トピックス

Agenda



１）プレミックス生産の強化
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船橋「プレミックス第２工場」新設（2022年6月操業開始予定）

 最新の自動化設備やIoTによる高い生産性の実現によるプレミックスのシェア拡大
 労働力不足への対応としての省人化による価格競争力の強化
 食品安全を徹底的に追求した工場設計による、お客様満足度の向上

完成予想図2021年11月4日撮影プレミックス第２工場

■投資額 62億円

■生産能力 年間約28,000ｔ（1.8倍）

■工事進捗 2021年11月現在

⇒計画通り進捗



２）CO２削減対策として石炭使用の廃止
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当社グループとしては「石炭」の使用を廃止
 鹿島工場コージェネレーション設備の燃料を「石炭」から「都市ガス」への燃料転換工事完了

（2021年9月13日 運転開始）
 年間のCO２排出量を年間6.3万ｔ削減

45.5 
43.5 

41.4 

24.6 

2013年度基準 2019年度 2020年度 2030年度目標

（万ｔ- CO２）

※CO2排出量の算出には、各年度直近の電気事業者別の基礎排出係数を使用しています。
※2013年度基準排出量には、2014～ 2018年度にグループ会社となった11社の2013年度排出量を含みます。

燃料転換設備（工事完了後）CO２排出量の推移（昭和産業グループ）

2013年比
▲20.9万t

（▲46％）



３）「統合報告書2021」の発行
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2021年10月1日 「統合報告書2021」を発行
 価値を創造する事業の源泉や、将来に向けた価値創造ストーリーについて、ステークホルダーの皆様に

より深くご理解いただくため積極的に開示
 長期ビジョン実現に向けた今後の対応や、価値創造の源泉となる“複合系シナジーソリューション”に

ついてのご説明と、「中計20ｰ22」の進捗状況などを分かり易くお伝えすることを目指す

※URL：https://www.showa-sangyo.co.jp/ir/library/integrated_report/ 【アンケートはこちらから】

https://www.showa-sangyo.co.jp/ir/library/integrated_report/
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見通しに関する注意事項
本資料は、現時点で入手可能な情報や、合理的と判断した一定の前提に基づいて策定した数値であり、潜在的なリスクや不確実性などを含んでいることか

ら、その 達成や将来の業績を保証するものではありません。
また実際の業績等も本資料における見通し、計画等とは大きく異なる結果となる可能性がありますので、本資料のみに依拠して投資判断を下すことはお控え

下さい。
なお、将来における情報・事象及びそれらに起因する結果にかかわらず、昭和産業グループは当中期経営計画を見直すとは限らず、またその義務を負うもの

ではありません。


